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脈 打 別 院等望
節2表 モルモットに対する折詰試験結未
化合物

























































?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
? ???????
?
?
?
?
1.2
0.8
1.1
0.8
Uコ
数柾のものは atropincや parpanitよE)良好な化.1tB
作用を読し叉モルモットの試験は位rTlした5校現の
ph叫 thiazine 誘導作は全て祁効であF',altrop.inc
の1帽 正に控敵する保証作用を示した.O然しこの結果
phcnothi.lZinc化合物の1Lする作並作用は之等の化合
物の抗='muscarine効月ミ並に抗ニコチン効血 ='並行す
ち.ものではないことが判ったo収えは101(a-(liclhyl-
aplipopropionyl)-phchothiazine(Y)とβ-dicthyl-
aminpcthylphenothiazinc-10-C.lrboxyhte(IX)は
抗 ふUもC.lrine性及びJJ-L'ニコチン性の内効火に於いて
10-(a-dimcthylaminopropionyl)-phenothiazinc
(IV)及び β-dimelhylaminocthylphcnothiaZinc-
19-.carboxylatc(VIII)よ()鮎れているl土も拘らず
Tabunに対す る相談作用は劣っている｡従って
phcnothiazine化合物はその作述作川の機構に妃にm
労な何等かの柑JiをイJ'していろものと一ril.われ;又之は
phyeostigmine と同様に可逆的砧介によって附 汝
相談するものと瓜われる｡若し之等の化合物が人.EUに
もlji効な付設作川を持ち史に!.nモ告であることが.ibJ判 さ
れた院には脈ibt剤として極めて3正賓となるであろうが
現在の動物試験の段階ではその治雄上のIJJ効性につい
て諭ずることは山菜ない｡
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